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目　的

　宗教や死生観が遺族の悲嘆や健康に及ぼす影響
については，必ずしも明確な結論は得られていな
いが，その関連性を支持する研究はいくつかみら
れる1, 2）．Smith らの研究3）では，死後の世界に対
する強い信念をもつ人は，死について考えるこ
とを回避せず，喪失になんらかの意味を見出すこ
とができ，適応状態が良好であった．近親者を亡
くした日本人高齢者を対象とした Krauseら4）は，
死後の世界を信じている人ほど，高血圧の改善が

みられたと報告している．また，教会などに定期
的に，あるいは時々は出席するという人は，まっ
たく出席しない人に比べ，ソーシャルサポートを
多く得ることができ，抑うつの水準も低かったと
の報告もある5）．1990 年代以降，この領域に関す
る研究知見が蓄積されつつあるが1, 2），日本人遺
族を対象とした研究はきわめて少ない．そこで本
研究では，日本人遺族における宗教活動や死後観
を明らかにするとともに，死別後の悲嘆や抑うつ
との関連を検討することを目的とする．
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　本研究の目的は，日本人遺族における
宗教活動や死後観を明らかにするととも
に，悲嘆や抑うつとの関連を検討するこ
とである．結果として，20～ 40歳代の
比較的若い世代において，特定の宗教を
もたず，宗教活動をしない人の割合が，
上の世代に比べて相対的に大きいことが
示された．死後観に関しては，各年代を
通じて7割前後の遺族が肉体は死んでも
魂は残ると考えており，特定の宗教をも
たない遺族においても約6割がそのよう

な考えをもっていた．悲嘆や抑うつとの
関連については，BGQおよび PHQ―9
による評定の結果，お参りやお勤め・礼
拝を「定期的にする」と回答した遺族や，
死んでも魂は残るとの思いが強い遺族に
おいて，複雑性悲嘆や大うつ病性障害が
疑われる人の割合が高いことが示され
た．死別後の適応過程における日本人の
宗教性の働きを検証し，日本人遺族に対
する宗教的な支援のあり方について検討
することが今後の課題であるといえる．
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結　果

1）宗教，宗教活動，死後観に関する回答分布
　年代別および全体での回答結果を表 1 に示す．
信仰している宗教に関して，全体では「仏教」が
56.9％と最も多く，「特定の宗教なし」が 34.7％
であった．年代別では，「特定の宗教なし」との
回答は若い年代ほど割合が高く，30 歳代以下で
は 55.0％と最も多かった．
　宗教活動について，「寺院・神社・教会などに，
お参りやお勤め・礼拝に行きますか」と尋ねたと
ころ，全体では「定期的にする」「時々する」を
合わせて回答者の 68.1％がなんらかの宗教活動を
行っていた．年代別では，30 歳代以下および 40
歳代で，「定期的にする」との回答割合は低く，

「全くしない」との回答割合が高かった．
　死後観について，「たとえ肉体は死んでも魂は
残ると思いますか」と尋ねたところ，全体では

「そう思う」「ややそう思う」を合わせて回答者の
68.7％が死後も魂が残ることを信じていた．年代
別では 70 歳代および 80 歳代以上において「そう
思う」との回答が多くみられた．

2）特定の宗教の有無と宗教活動および死後観
の関連

　宗教活動に関しては，特定の宗教を有する遺族
の方が，「定期的にする」との回答が多いものの，
特定の宗教をもたない遺族においても 48.7％が宗
教活動を行っていた（表 2）．一方，死後観につ
いては，特定の宗教を有する遺族のうち 72.9％が
魂の存在を信じていたのに対し，特定の宗教をも
たない遺族では 60.8％であった．

3）宗教活動と死後観の関連
　宗教活動と死後観には関連性が認められ，寺
院・神社・教会などへのお参りやお勤め・礼拝を
定期的にする遺族ほど，死んでも魂は残るとの信
念を強くもっている割合が高いことが示された
（図 1）．
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4）宗教活動および死後観と悲嘆，抑うつとの
関連

　悲嘆の測定には，簡易版複雑性悲嘆質問票
BGQ（5 項目，3 件法）を用いた．10 点満点中，
8 点以上であれば「複雑性悲嘆の可能性が高い」
と評価される．一方，抑うつの測定には PHQ―9
日本語版（9 項目，4 件法）を用いた．得点範囲
は 0～27 点であり，10 点以上であれば大うつ病
性障害が疑われると判断される．回答者全体にお
いて，複雑性悲嘆の可能性が高いと評定された遺
族は 13.9％であり，大うつ病性障害が疑われると
判断された遺族は 17.2％であった．
　宗教活動の頻度別，死後観の回答別での BGQ

および PHQ―9 の評定結果は図 2 の通りである．
お参りやお勤め・礼拝を「定期的にする」と回答
した遺族や，死んでも魂は残るとの信念が強い遺
族において，複雑性悲嘆や大うつ病性障害が疑わ
れる人の割合が高いことが示された．

考　察

　今回，日本人遺族の宗教性における年代差が明
らかとなり，20～40 歳代の比較的若い世代にお
いて，特定の宗教をもたず，宗教活動をしない人
の割合が，上の世代に比べて相対的に大きいこと
が示された．これらの結果は，若い世代における
いわゆる「宗教離れ」を示唆するものといえる．

図 1　宗教活動の頻度別での死後観の回答分布

表 2　特定の宗教の有無別での宗教活動および死後観の回答分布
特定の宗教なし 特定の宗教あり

寺院・神社・教会などに，お参りやお勤め・
礼拝に行きますか？

定期的にする 258名 8.6% 1,820 名 32.1%

ときどきする 1,206 名 40.1% 2,628 名 46.4%

ほとんどしない 1,015 名 33.7% 961 名 17.0%

全くしない 531名 17.6% 256 名 4.5%

たとえ肉体は死んでも魂は残ると思いますか？

そう思う 731名 24.6% 2,137 名 38.3%

ややそう思う 1,078 名 36.2% 1,935 名 34.6%

あまりそう思わない 743名 25.0% 1,090 名 19.5%

そう思わない 424名 14.2% 424 名 7.6%
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ただ，今回の結果が世代差に帰するものであるの
か，年齢に基づく発達段階や経験によるものであ
るのかは，今後の長期的な調査が必要である．一
方で，死後観については，各年代を通じて 7 割前
後の遺族が肉体は死んでも魂は残ると考えてお
り，特定の宗教をもたない遺族においても約 6 割
がそのような考えをもっていた．したがって，こ
のような死後観は，必ずしも特定の宗教と結びつ
いたものではなく，多くの日本人に共有される宗
教的な信念の 1 つであり，世代を超えて受け継が
れている可能性が考えられる．
　宗教と遺族の悲嘆や抑うつとの関連について
は，いくつかの先行研究において宗教活動や死後

観が死別後の適応過程に肯定的な影響を及ぼすと
報告されている．今回の調査では，これらの報告
を支持する結果は得られず，逆に宗教活動に熱心
な遺族や，死んでも魂は残るとの信念をもつ遺族
の方が，複雑性悲嘆や大うつ病性障害が疑われる
人の割合が高いことが示された．ただ，今回は 1
時点での横断調査であるため，変数間の因果関係
について論じることは難しく，宗教活動や死後観
が死別後の適応過程を阻害するとの解釈は早計で
ある．遺族によっては，死別の衝撃が大きかった
がゆえに，宗教活動に積極的になったり，死ん
でも魂は残ると信じようとしたりした可能性もあ
る．すなわち，今回の結果は，日本人遺族におけ
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図 2　宗教活動の頻度別および死後観の回答別のBGQと PHQの評定
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る宗教的な対処方略を表していると解釈すること
もできるであろう．
　東日本大震災後，あらためて宗教の役割が問わ
れている昨今，本研究では日本人遺族における宗
教活動や死後観の一端を示すことができた．今
後，日本人の宗教性が，死別後の適応過程におい
て，どのような働きを有しているのかを明らかに
するとともに，遺族に対する宗教的な支援のあり
方について検討することが課題であるといえる．
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